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１.　喫煙と痴呆・パーキンソ
ン病

　最近の EURODEM（ヨーロッパ４

国による大規模痴呆疫学共同研究）の

結果では喫煙者にアルツハイマー型痴

呆（ATD）発症のリスクが高い、すな

わち、以前喫煙していた人、今も喫煙

を続けている人は ATD 発症への危険

性が増すことが示されました1）。また、

喫煙により脳卒中発症の危険度が高く

なることは欧米では確立された疫学的

事実であり（図1）2）、喫煙量が増すほ

ど相対危険度は上昇します。日本でも

1箱（20本）の喫煙による脳卒中罹

患・死亡の相対危険度は2～3倍であ

り3）、脳卒中後痴呆になる頻度は１年

で41％、3年で86％と報告されてい

ます4）。したがって、血管性痴呆

（VD）に関しても喫煙が有力な危険因

子と考えられます。実際、VD に関す

る疫学調査でも喫煙が有意な危険因子

として報告されています5、6）。一方、

喫煙はパーキンソン病（PD）のリス

クとは逆相関にあり、喫煙者に PD 発

症の頻度が低いことは確かなようです

が7）、喫煙（特にニコチン）の PD 予

防効果に関する十分な知見は得られて

いません。以上のように喫煙は神経内

科領域においても悪影響を及ぼす比重

が高いと考えられます。
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図1　喫煙者の非喫煙者に対する脳卒中発症
の相対危険度（文献2）のメタ・アナ
リシスより著者作図）
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